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治安の良し悪しを判断する指標に刑法犯認知件数というものがあります。文字どおり、

警察が認知した刑法に触れる犯罪の件数です。 

千葉県では、戦後最悪を記録した平成１４年をピークに令和３年まで、１９年連続で、

減少してきましたが、令和４年は、わずかですが増加に転じました。 

また、茂原市でも、令和４年は、前年より刑法犯認知件数が増加 

しました。 

一人ひとりが防犯に十分気を付けて、犯罪のない街をつくって 

いきましょう。 

 

 ◇千葉県全体  ３２，７３３件（前年より９５件増加） 

 ◇茂 原 市     ３９６件（前年より１７件増加） 

 

 

今年に入り、千葉県のほか関東地方を中心に強盗事件が頻発しています。 

日常生活の場として、安全であることが強く望まれる住居等を対象とした犯罪は、時と

して人命にかかわる危険犯罪となります。 

まずは、在宅時も確実な戸締りを行う習慣づけから始め、自身に可能な防犯対策を進め

ていきましょう。 

 

〈令和４年中の住居等対象の刑法犯認知件数〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 千葉県全体 茂原市 

強盗（路上強盗以外） ４９件 ２件 

空き巣 ７６７件 ８件 

忍び込み ３６７件 ２件 

住居侵入 ６０５件 ６件 

※ 一部は暫定値です。今後、数値が若干変動する場合があります。 
 

裏面あり☞ 

～犯罪のない街をめざして～ 

〈令和４年中の刑法犯認知件数〉 



 

～ 住居侵入犯罪の防犯対策 ～ 

 
 千葉県警が推奨している防犯対策のうち、侵入口となる窓の防犯対策について 

御紹介します。詳しい内容は、千葉県警のホームページを御確認ください。 

 

 ≪キーワードは「光」、「音」、「時間をかける」‼≫ 

 

 

 

 １． 「光」の対策 

   犯罪者は、自分の姿を見られることを嫌います。 

   人感センサーライトや防犯カメラを取り付けて、侵入口になる窓（死角になる

窓）に近づけないようにしましょう。 

 

 ２． 「音」の対策 

   犯罪者は、人目につかず侵入しようとするので、大きな足音や物音を嫌います。 

   死角になる場所の窓の下に、玉砂利や貝殻など、音が出るものを敷きましょう。 

 

 ３． 「時間」の対策 

   侵入口になる窓には、補助錠、防犯フィルム、強固な面格子等を設置して、犯罪

者に、時間をかけさせるようにしましょう。 

 

 ４． その他 

   犯罪者は、侵入に必要な用具（ドライバー、バール等）を持ち歩かずに、庭の物

置から盗んで使用したり、庭に出してある脚立を使用して二階から侵入する場合が

あります。 

   庭は整理整頓して見通しを良くし、物置にも鍵をかけましょう。    

 

 

 

（１） 茂原市防犯ボックス【茂原ショッピングプラザアスモＡＴＭコーナー】 

℡０４７５－２３－８１７１ （毎日１２：００～２０：００） 

（２） 茂原市役所 市民部 生活課  

   ℡０４７５－２０－１５０５ （月～金８：３０～１７：１５） 
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